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モンゴル草本植物のフェノロジーと
バイオマスの年々変動

近藤昭彦*・開後一郎料・平田昌弘*料・アザヤドルゴスレン帥料

1.はじめに

までの全国40カ所のデータが整理できた.このデータ

は現在デジタルデータベース化が進められているが，

データのクオリティ チェックを含めて，これまで十分

モンゴル国内の気候学的勾配は非常に大きい.南北約 な解析は行われてこなかった 本論では乙れらの貴重な

1000kmの断面において年平均降水量は北部の約5日日mm データの紹介を行うとともに，草本植物のフェノロジー

から南部の 50mm以下，年平均気温も北部では-S.C以 およびパイオマスの年々変動と空間分布について解析を

下であるが南部では6.Cを超える(モンゴルアトラス， 行った結果を報告する.

1990) ，このような気候学的勾配に対応するモンゴルの

生態ゾーンは北部の森林から草原を経て，商部の沙漠地 2.デーヲ

帯まで変遷する.近藤ほか (2日目2)では世界の植生帯を

水依存とエネルギー依存の植生帯に区分したが，モンゴ 1)モンゴルの生態ゾーンと観測サイ卜

ルは両者の漸移帯に位置する 21世紀に予想される気 図1にモンゴルの生態ゾーンの分布を示す.各生態

候変動や人間活動の影響を予察する場合，生態ゾーンの ゾンは大きく AIpine，Taiga， Forest Steppe， Steppe， Desert 

境界は最も脆弱な地域と考えられる.近藤・開護(2003) Steppe， Desertの6つに区分することができ.Taigaから

は衛星データと気象データを用いてモンゴル草原の植生 Desertは概ねこの順番で北から南に配列している.

の生育は水に強く依存することを示したーこれは気候変 本論で使用する植生データセットに含まれる 40カ所

動が降水量の変動を伴うとすると，草原植生が大きな影 の観測サイトは図1に黒丸および灰丸で示した(図2以

響を被ることを意味している また， Yu et al. (2003)は 下で使用する地点を灰丸で示す) 各サイトの詳細を表

ゴピ沙漠周辺において近年の温暖化が春季の土壌水分の 1に示すが 1 サイトは， TaigaおよびAlpineに含まれる

減少を促C，草原植生の芽生えを遅らせている可能性を 地点がそれぞれ1地点で晶り(観測地点は草地)，残りは

示唆している.地球温暖化は地表面の乾燥化を通して草 Fore託St，句碑が14地点， Steppeが13地点， Desert Steppe 

原植生に影響を及ぽすことに止る したがって，モンゴ が11地点で品る.なお，本論における地名のアルフア

ル草原のパイオマス(地上部現存量)。フエノロジーの ベット表記はデータセットで使われているものを用いて

年々変動とその要因解析を行うことは将来の環境変動の いる

予察を可能にする重要な課題である.

本論ではモンコ'ル草原の主要構成植生である草本植物

のフエノロジ とバイオマスを実測データに基づいて記

載することを試みたモンゴル固気象・水文研究所

(JMH)では囲内に自然環境モニターステーション

(NEMS: Natural Environmenta1 Monitoring Sta註ons)を

2 )テ一世項目

草本植物に関するデータは牧柵内 (Fenced百四)と牧

柵外 (Non-fenced area)について①フエノロジー (DOY:

Day 01 the Year) ，②草丈(cm)，③状態(植生状況に基

づき乾燥状況を5段階で評価した数字)，④パイオマス

設置し，草本植物のフエノロジ とパイオマスに関する (10日L唱/ha)，の4項目について与えられている.なお，

観測を行っている.論文執筆時点で 1996年から 2001年 原データ中ではフェノロジーはStageとして記載されて
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Original Artic1eー

InterannuaI vi田iationof Phenology and Biomass泊 MongolianHerbaceous Vegetation 

KONDOH AkihikoへK血HOτ'SuIchirow帥叩dHIRATA Masahiro"'， DORGORSUREN Azzaya材料

τnis paper attempts to describe seasona1 and interannual changes of phenology and biomass in grassland vegeta位on

in Mongolia.官官 observati叩 hasbeen made at Na回目1En古田men同1Monitoring Stations(NEMS) ope聞記dby 

Institute of Meteorology and Hydrology(IMH)， Mongoliaτbis is血efirst time to compile for 40 stations during 1996 to 

2001 

Observational da匝 ongrassland vegetation reveal血atthere are large interannual田 dspatial variation in vegetationl 

phenology and biomass. The difference between m匹目1um皿dminimum reaches 60 days in emergence date， and 75.¥ 

days in growing season length.官官reis different spatial dis困butionin each phenological stages depending on the year. r 

For example，出etiming of emergence has no re旦11町田町rnand interannllal variation is 1町ge.τ11e釘nountof biomass 

is large in northern part and small in southern region alrnost correspond 叫曲目。logicalzonation， however， inter，四nual
variation is large especially in southern desert はeppeand Gobi re日凹

Phenology has c10se relationship to soil moisture. Soil moisture status in ear1y growing s回gedetermine出etiming of 

emergence， and soil moisture afterw四 1saffects the amount of biomass τ11e皿crease回出eleng血 ofgrowing season 
does not directly connect to the increase in biomass. The biomass is affected by也eamount and timing of precipi阻むon

in a short time scale 

τbese reslllts mean血atMongilian grassland vegetation has water-limited growing type，四daffected by precipi恒tion

由athas large spatial四 dtemporal variations. Although吐lisis common in arid land vege阻tion，grassland vege阻tionis 
vulnerable to climatic variati叩白甲ecteddu巾 z出scentury. 
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